
 

 

 

受
付
番
号 

受
付
月
日 

東郷町議会議長 殿 

東郷町議会議員 

㊞ 

一 般 質 問 通 告 書 

東郷町議会会議規則第５９条第２項の規定により、次の事項について

質問（一問一答方式・一括質問方式）したいので通告します。  

 記 

（注）要旨は、具体的に記載すること。  

質 問 事 項 質  問  要  旨 答 弁 者 

№ 4 － 1 

議席番号 番 氏 名 

会派名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 町長マニフェ 

  スト「日本一の給 

  食」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ 牛乳について 

    過去、「牛乳をなくす」旨の発言をされな 

   がらも、後に「牛乳を完全になくす考えは 

   ない」と発言が変わった。直近の本会議に 

   おいては「毎日提供することを見直す」考 

   えが示されているが、本施策を行うにあた 

   っての根本的な理由が不明瞭なままであ 

   る。それゆえ、いまだ町民の方から、牛乳 

   はどうなるの、との声を多くいただく。 

 

  ア ２０１８年６月定例会答弁「昨今の学校 

   給食では、米飯給食が中心となっておりま 

   して、メニューを考えた場合、米飯と牛乳 

   というのは、私はかねてから合わないんで 

   はないかというふうに考えておりました。」 

   について現在の考えを問う。 

  イ ２０１８年６月定例会答弁「小学校の給 

   食費２３０円、賄い材料費、うち５０数円 

   が牛乳代です。このウエートを考えたとき 

   に、２３０円のうちの５０円ほどですから 

   ウエートがかなり大きいと。この部分を考 

   えたときに、よりよいメニューが多様化、 

   もちろん管理栄養士さんにはいろいろ考え 

   ていただかなければいけないですけれど 

   も、メニューの多様化も図れるということ 

   だということです。」について現在の考え 

   を問う。 

  ウ ２０１８年９月定例会答弁「一般的にス 

   ーパー等で１リットル１５０円前後で購入 

   できる牛乳の５分の１の量に５０円をかけ 

   るよりも、給食のおかずを充実してやりた 

   い。」について現在の考えを問う。     

 

町長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水 川  淳 

 

石 橋 直 季 

７ 
       ８月１５日 

午前・午後   ５時１０分 

 

 ６ 

新 東 会 



 

 （注）要旨は、具体的に記載すること。  

質 問 事 項 質  問  要  旨 答 弁 者 

№ 4 － 2 ６番 氏名 石 橋 直 季 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

エ ２０１８年１２月定例会から、突如、牛 

   乳提供見直しについて、アレルギーの観 

   点を主な理由とした答弁になってきてい 

   る。同時に、「一つの事案を行うときに、 

   一つの理由だけで動くことはない」との 

   答弁もされている。現在の「牛乳の毎食 

   提供見直し」は、結局、どのような複数 

   の理由から動きが始まっているのか。 

  オ ⑴エから現在の動きに至るまでのプロセ 

   スについて問う。 

  カ ⑴ア〜オで得られた答弁から、改めて牛 

   乳に対する考えを問う。 

 

 ⑵ 給食費半額化等公費負担について 

  ア 給食費半額化とは、「２０１８年町長選挙 

   時点における賄い材料費（保護者が負担す 

   る給食費、例：小学校１食２３０円）を半 

   額化する」ということでよろしいか。 

     ３月に行われた予算特別委員会において確 

   認できているが、再度、確認したい。 

  イ ⑵アについて、現在の児童生徒数等で試 

   算した場合、毎年必要となる経常的な予算 

   はいくらか。 

  ウ 半額化とは別に、給食費の地産地消分、 

   値上がり分などの公費負担は既に予算執行 

   または予算化されているが、今後毎年、経 

   常的に見積もられる予算はいくらか。 

  エ ４年間での半額化（２０２２年５月まで 

   の半額化）を目標とされているが、町長就 

   任から４年間で、⑵イ、ウ等の給食費公費

   負担について、年間予算ベースでどこまでの 

   増額が見込まれるか。（２０１８年度予算と 

   ２０２２年度予測の比較等で示されたい。） 

 

 ⑶ よりよい給食に向けて 

  ア  ２０１８年６月定例会の町長答弁「給食 

   というものにもっとスポットライトをあて 

   て東郷町ではこういう学校給食をしていま 

   すということで、東郷町の学校給食を目指 

   して子どもをそういうところで、まちで育 

   てたいという親御さんが増えていただける 

   とありがたいと。また、東郷町でお住まい 

   の皆さんにも、我が町の給食はそこまで考 

   えて提供していただいているというふうに 

 

町長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 （注）要旨は、具体的に記載すること。  

質 問 事 項 質  問  要  旨 答 弁 者 

№ 4 － 3 ６番 氏名 石 橋 直 季 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

２ 町長マニフェ 

  スト「公園のま 

  ち」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

思っていただけるような給食を提供した 

   い、その思いからであります。牛乳がとか 

   給食センターの皆さんのコストが、仕事量 

   が大変だ、そんなのと言ってはいけません 

   けれども、そういうことよりも私は子ども 

   たちの食べる食ということに関することの 

   大切さを東郷町の一つの大きなフラッグシ 

   ップにしたいという観点でおるということ 

   でございます。」から１年以上が経過した 

   が、いまだ具体的な方向性、計画が示され 

   ていない。今後この状態のまま、単発的に 

   予算措置がなされていかないか不安であ 

   る。フラッグシップ（最も重要な施策）と 

   しての具体的な施策の方向性、計画につい 

   て問う。 

  イ 給食に関してだけで、経常的に多額の予 

   算が必要となっていくことは明らかであ 

   る。子育て世帯の定住人口増加を狙っての 

   施策でもあるからだと推察される。町長は 

   議員である頃から、各種施策の数値的な費 

   用対効果を気にされていたが、日本一の給 

   食に向けた施策の費用対効果についての考 

   えを問う。 

 

 

 ⑴ 公園等（公園、緑地、広場等）の現状につ 

  いて 

  ア 本町の公園等の数、総面積、町民１人あ 

   たり面積について問う。 

  イ ⑴アの数値は、近隣市と比してどうか。 

  ウ ボール遊びができる公園等の数、総面積を

問う。 

  エ グラウンドゴルフができる公園等の数、総

面積を問う。 

 

 ⑵ 公園等予定地及び候補地について 

  ア  現在、町が保有する公園等予定地につい 

   て問う。（場所、面積等具体的に） 

  イ  ⑵アの場所について、今後の予定を問う。 

  ウ 今後の候補地選定、用地確保等の予定に 

   ついて問う。 

 

 ⑶ 町長マニフェスト「ボール遊び、グラウンド 

  ゴルフが出来る『公園のまち』」について 

 

町長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

町長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 （注）要旨は、具体的に記載すること。  

質 問 事 項 質  問  要  旨 答 弁 者 

№ 4 － 4 ６番 氏名 石 橋 直 季 

 

 

 

 

 

  
 

３ ＲＰＡについ 

  て 

   

ア 目指す方向性について問う。 

  イ  どのように進められるのか。 

  ウ 整備に向けた構想、整備計画等は作成さ 

   れる予定か。また、作成時期について問う。 

 

 ⑴ 実証実験の結果から今後の展開について 

   ア ２０２０年度からのＲＰＡ本格導入を 

   目指し、本年１〜３月にかけて実証実験が行 

     われた。実験結果について問う。 

   イ  実験結果から、本格導入により期待できる 

     効果、本格導入に向けての課題について問 

     う。 

   ウ  来年度からの本格導入についての考えを 

     問う。 

   エ 今後の方向性、進め方について問う。 

 

 

 

 

 

 
 

町長 

担当部長 

 


